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令和６年度　学校評価 

徳島県立池田支援学校美馬分校  
 

  活動計画と評価指標 評　　　価
学校関係者の

 
次年度に　　

 　
教育目標 重点目標

活動計画 評価指標
活動計画の実施状況と 総合評価 

意見
　　　　

残された課題
評価指標の達成度　　 （評定）

 １ 生徒一人一人のニーズに応じ   　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　  　　　　　　　 
  たキャリア教育の推進       
 児 【教育総務課】     【全体】  
生 童 (1)　卒業後の生活を見据え、 (1)-1  生徒自身がキャリアパスポー (1)-1  生徒一人一人の生活や就労に (1)-1　年度初めと個別の指導計画立案時    
活 生 生徒一人一人のニーズや課題 トに整理した将来像や、就業体験実 必要な力についての実態把握および課 に、実態把握および課題の共通理解、目標  ・総合評価につい  
す 徒 に応じた学習を実施し、生活 習から見えてきた課題と、卒業後の 題の共通理解、目標や指導内容につい や指導内容についての話し合いを実施した。 ては、妥当である。  
る 一 や就労に必要な力を培う。 生活を見据え、教員が生徒に身につ ての話し合いを年間４回以上実施す 就業体験実習後には、実習や学校生活を通  　　　　　　　　  
力 人  けさせたい力を総合し、目標や指導 る。 して見えてきた課題、目指す（目指してほ  ・目標に対応した ・引き続き「目標」
の 一  内容についての話し合いを実施する。  しい）進路、そのためにつけたい力等につ  評価指標が設定さ に対応した「評価
向 人    いての共通理解を図った。学年団および、  れている。その結 指標」により、成
上 に    教科担当者等のグループ単位での話し合い  果、きちんと評価 果が明確化される

応    や全体での共通理解等、年間５回以上実施  がなされ成果が出 よう設定を行う。 
じ    した。  ていることが明確  
た     に分かるようにな ・アンケートの活
学 (1)-2  生活や就労に必要な力を身に (1)-2  個別の指導計画において、生 (1)-2　本人や保護者が希望する、卒業後の  っている。 用により「ニーズ」
習 つけられるよう、(1)-1から導かれた 活や就労に必要な力を身につけるため すがた、(1)-1から導かれた目指す進路や課   また「達成度」を
や 目標や指導内容を取り入れた授業を の目標の達成率が80％以上になる。 題等を踏まえ、生活や就労に必要な力を「働  ・教職員の専門性 確認し、事後のフ
 展開する。  く」「暮らす」「楽しむ」に項目分けし、年  を高める研修に力 ォローも含め、よ

間目標を立てた。年間目標を基に、個別の A を入れられている り効果的な取り組
指導計画において、各領域・教科の指導内 印象で、研修が非 みになるよう努め
容や目標を設定し、授業を展開した。個別 常に充実してきた。 る。 

  の指導計画における、生活や就労に必要な
  力を身につけるための目標の達成率は88.9

％であった。 【生徒一人一人に ・生徒に対する体
応じた学習や生活 験的な学習の機会

ICTを活用した学習活動の推進    する力の向上】 として、また地域
     【教育総務課】 の中での活躍を目

(1)　生徒一人一人のニーズに (1)　卒業後の生活を見据え、タブレ (1)  生活を支援するためのツールと (1)　生活を支援するためのツールとして、 ・雪の中でもいい 指し学習をしてい
応じた ICT 機器に関する学び ット端末やスマートフォン等の ICT して、タブレット端末やスマートフォ タブレット端末やスマートフォンを活用し 表情で登校してい る生徒たちのこと
を深め、生活の中で必要に応 機器を、生活を支援するためのツー ン等の ICT 機器を活用した事例が、 た事例は、以下のとおりであった。 る生徒を見かけた。を知っていただく

  じて活用できる力を育む。 ルとして活用する方法について学ぶ ３つ以上となる。 　・服薬や次の日の準備物の確認等を忘れ 学校での活動が好 機会として、福祉
 機会を設定する。 　　ず実行するために、アラームを設定す きなことが伺えた。 施設や企業での就

  　　る。 業体験実習、また
　・手書きでメモする代わりに、カメラ機 ・「貞光ゆうゆう 地域の中での交流
　　能で撮影したり、メモアプリに入力し 館」での展示や「ホ ･啓発活動を引き

  　　たりする。 ームページ上での 続き充実させる。
  　・読み上げ機能により、用件を伝える。 デジタル作品展」

  では、芸術的な才
 能あふれる作品を
 見ることができ感

 ２ 自己理解・他者理解を支える     動した。  
  生徒指導の充実       

 教 【総合支援課】     ・「重点目標」に対  
指 職 (1)自己理解を進める指導の充 (1)-1  徳島型メンター制の実施を通 (1)-1  研修を通して学び合うことが  (1)-1　全ての教員に実施したアンケート  応した「評価指標」  
導 員 実を図るために、学び高め合 して、教員の相互学習を促進する。 できたと実感した教員が80％以上であ のニーズから研修内容を決定し、全教員参  が設定されており、 
力 の う教職員集団を目指すととも 　・メンターチームを組織する。 る。 加の１回を含む、計６回の研修を実施した。  よい評価の仕方と  
の 専 に、教員の専門性を高める。 　・メンティーのニーズを活かした  専門性の高い学部長がメンターとして参加  なっている。   
向 門  　　研修を年５回以上実施する。  することで、本校生徒の実態に応じた指導    
上 性    の共通認識やスキルの獲得ができた。研修    
 ・    実施後のアンケートでは、回答した教員の  【教職員の専門性 ・引き続き、教員
 資    内、「学び会うことができた」と回答した教  ・資質・指導力の のニーズの把握に
 質    員が100％であった。 A 向上】 努め、より効果的
 ・       で効率的な研修を

   (1)-2  生徒が自己理解を進めること (1)-  2　研修を通して、生徒が自己理 (1)ｰ2　進路ケース会として長期休みに学年 ・わからないこと 行うことで、指導
    を目指すため、進路に関する事例研 解を進めるための手立てを学ぶことが ごとの事例研修を実施した。生徒の支援に があっても聞きづ 力の向上を図る。

   修を年２回実施する。 できたと実感した教員が80％以上であ 必要な手立てを考えることができた教員は、 らく闇雲に実践を
     る。 90％であった。   続けてしまうケー
       スがある中、この

       メンター制の研修
       では、アンケート
       によりあらかじめ

 ニーズを確認し、
 内容を検討してと

  てもよい。
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  活動計画と評価指標 評　　　価

学校関係者の
 

次年度に　　
 　

教育目標 重点目標
活動計画 評価指標

活動計画の実施状況と 総合評価 
意見

　　　　
残された課題

評価指標の達成度　　 （評定）

 ３ 地域と連携した教育活動の推     【家庭・地域・関 ・引き続き、地域
  進     係機関との連携・ の学校と連携した
 家 【総合支援課】     協働をとおした学 交流学習及び啓発
連 庭 (1)地域のニーズに即した特別 (1)-1  地域の教育委員会や総合教育 (1)-1  地域の小中学校の特別支援教 (1)-1　地域の小中学校の特別支援教育コ  校づくり】 活動、また教員に
携 ・ 支援教育に関する教員研修の センターと連携し、小中学校の特別 育コーディネーター、特別支援学級担 ーディネーター・特別支援学級担任・通級   対する研修会の実
・ 地 充実を図り、特別支援学校の 支援教育に関わる教職員を対象とし 任、支援員及び助教員を対象とした研 指導教室担当者対象の研修会を１回、特別  ・「支援学校みまカ 施を推進する。 
協 域 センター的機能の強化を図る。 た研修会を実施する。 修会を３回以上実施する。 支援学級担任対象の研修会を２回、支援員  フェ」は地域の方  
働 ・    及び助教員対象の研修会を２回の計５回実  の交流場所として、・地域の中で地域
を 関    施することができた。  とてもよい。地域 の方と一緒に生徒
と 係      貢献になっている。 の成長を促す視点
お 機  (1)-2  地域の特別支援教育に係る専 (1)-2　地域の小中学校の教職員を対 (1)-2　夏季休業中に香川大学教育学部教授   で「地域貢献活動」
し 関  門性の向上を図るため、小中学校等 象とした公開研修会において、今後の 坂井聡氏を講師として、『自立活動の指導に  ・ケアプラザ美馬 が、より効果的な
た と  の教職員を対象とした研修会を実施 実践に役立つ情報を得ることができた ついて具体的事例から学ぶ』という演題で  との「交流･野菜の ものになるよう努
学 の  する。 と実感した受講者が80％以上である。 研修会を実施した。実施後のアンケートで、  お届け」は、施設 める。 
校     役立つ情報を得ることができたとの回答が1  の利用者の方にと  
づ     00％であった。 A ても喜ばれ、次回 ・今後も消防署や
く  【高等部】    を楽しみにされて 赤十字など専門家
り (2) 生徒の実態に合わせた地 (2)-1  各地域貢献活動（お接待活動 (2)-1  各地域貢献活動を年間２回以 (2)-1　各活動とも年間２回以上、計画・実 いる。 の協力を得なが

域貢献活動に取り組み、『地域 ・みまの日・近隣施設の清掃・野菜 上計画・実施する。生徒の実態に合わ 施できた。それぞれ１回目の実施後、役割  ら、地域の方と一
を元気にする力（役割を果た のお届けなど）に、生徒が見通しを せて、グループ編成や活動内容を計画 を追加したりグループ編成したりすること ・避難訓練につい 緒に安心･安全な
す力、協力する力）』を育てる 持って取り組み、自信を持って協働 する。また、実施後の生徒アンケート で２回目の実施時に改善を図ることができ て、生徒に予告せ 学校づくりに努め
「３Ｓ活動」（Skill・Space・ 力を発揮するために、それぞれの活 より、改善点を挙げ、次回の活動内容 た。 ずに行う訓練はよ る。 
Smileをシェアする活動）を推 動を年間２回以上、計画・実施・評 等を検討する。  い。予期せぬこと

    進する。 価し、活動内容等の改善を図る。 に対して生徒たち
    がどんな行動をと

 (2)-2  年度初めに３Ｓ活動の目的を (2)-2  地域を元気にするために身に (2)-2　５つの目標リストから全生徒が自分 るのか確認ができ、
生徒に提示し、『地域を元気にする力』つけたい目標リストから、生徒が個人 で取り組む目標を選び、立案することがで 実際の災害が起こ
の自覚を促す。各活動ごとに、地域 の目標を自分で立案できる。また、自 きた。自己評価の達成率は全ての活動にお る前に対策を練る
を元気にするために身につけたい目 己評価の達成率が80％以上となる。さ いて80％以上となった。活動の直前に立案 ことができる。ま
標リストから、生徒自身が個人目標 らに、自己有用感の向上を図るために、することで、目標意識をもって取り組めた た、生徒の安全を
を立てる。事後に自己評価・他者評 教員によるポジティブな他者評価を実 と考える。教員によるポジティブな他者評 守るため効果的に
価する機会を設定する。 行する。 価を行い、生徒へフィードバックすること 道具を活用するこ

ができた。 とはとてもよい。
例えば「トランシ

【学校生活課】     ーバー」に比べて、
(3)　地域の方々との防災や (3)-1　地域の方々・生徒・教員が、 (3)-1　研修の参加者を対象にしたア (3)-1　自治会や発達障がい者総合支援セン  伝達がしやすい「イ
避難に関する実践的な学びの 少人数のグループに分かれ、備蓄品 ンケートにおいて、防災や災害時の ターアイリスの方々に御参加いただき、新  ンカム」があるよ
機会を充実し、防災意識の向 の使い方などの災害時の対応に関す 避難などについて「知識が増えた」「意 たに購入した備蓄品を用いた研修会を２回  うに、より安全な
上を図る。 る知識を学ぶ研修会を、２回以上実 識が高まった」と答えた割合が、80% 実施した。研修後のアンケートでは、防災  避難の方法を検討

施する。 以上になる。また、得られた知識を 備品の準備に対する意識が高まったという  し、効果的に道具
 具体的に記入する参加者が、複数名 参加者が80％以上であった。また「発熱剤  が活用できるよう
 以上となる。 と加熱袋で温める方法を初めて知った。」  になると、避難が
  「火を使わない安全な方法を学んだ。自宅  進化する。 
  でも試したい。」などの記入があり、新た  
  な知識が得られたことが伺えた。  

    
(3)-2　避難に対応する力をつけるた (3)-2　訓練の参加者を対象にしたア (3)-2　地震による停電や昼休みに発生とい  
め、放送機器が使えないなど想定外 ンケートにおいて、防災や災害時の う状況を想定した２回の避難訓練を実施し  
の状況下での避難訓練を２回実施す 避難などについて「知識が増えた」「意 た。停電の想定では、放送機器の代替とし A 
る。 識が高まった」と答えた割合が、80% てトランシーバーを使用した教員間の連携

以上になる。また、得られた知識を や、余震発生時に身を守る行動を取りなが
具体的に記入する参加者が、複数名 ら教員の指示に従い慎重に避難することを
以上となる。 学んだ。昼休みの想定では、教室にいると
 は限らない初めての設定の中で、生徒教員

共にどういう行動をとるべきか考える機会
となった。事後のアンケートでは、避難行
動への意識の高まりにつながったという意
見が80%以上となった。また「授業や行事
など日頃からトランシーバーを活用してい
ると、いざという時により役立つようにな
るのでは。」「トランシーバーの設置場所や
充電のタイミングを考える必要がある。」「捜
索中に発見した生徒を、誘導する方法は正
しかったのか。」など、あげられた課題につ
いて検討することで、新しい試みから防災
に対する知識を深めることができた。


